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本日の内容

1. ミクロデータとは

2. 線形回帰モデル

3. 係数の仮説検定

4. ダミー変数を含む回帰

5. 回帰係数の均一性の検定

6. 変数の対数変換

7. 誤差項の不均一分散への対処

8. レポート・論文用の表の作成
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ミクロ・集計データ
▶ 個人，家計，事業所，企業などの観測単位から
なるデータをミクロデータ（micro data）と
いう．

▶ 個人の所得，消費・個別市場での財の価格・数量，
個人の成績

▶ ミクロデータを市町村，都道府県，国などの単
位で合計または平均したデータを集計データ
（aggregate data）という．

▶ 個人の所得，消費の各都道府県における平均

この授業では「ミクロデータを都道府県別や市町村
別に集計したもの」を「広義のミクロデータ」と
する．
⇒タームペーパーでは「広義のミクロデータ」を
用いてよい．
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線形回帰モデル

▶ 単回帰モデル：
▶ 定数項以外の説明変数が 1つである回帰モデル

yi = β0 + β1xi + ui .

▶ 重回帰モデル：
▶ 定数項以外に説明変数が複数ある回帰モデル

yi = β0 + β1xi1 + β2xi2 + · · · + βk xik + ui .
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係数の仮説検定

係数の仮説検定における帰無仮説と対立仮説は，
▶ 帰無仮説：「その係数は 0」

▶ 対立仮説：「その係数は 0と異なる」
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▶ p値が 0.1を超える・アスタリスクなし:
▶ 有意水準 10%でも「その係数は 0」の帰無仮説を
採択．

▶ p値が 0.1以下（未満）・*：
▶ 有意水準 10%で「その係数は 0」の帰無仮説を
棄却．

▶ p値が 0.05以下（未満）・**：
▶ 有意水準 5%で「その係数は 0」の帰無仮説を棄却
（有意水準 10%でも棄却できる）．

▶ p値が 0.01以下（未満）・***：
▶ 有意水準 1%で「その係数は 0」の帰無仮説を棄却
（有意水準 10%や 5%でも棄却できる）．

※検定統計量が連続型の確率分布（正規分布，t 分
布，カイ二乗分布，F 分布など）に従う場合，「以
上」と「超える」，「以下」と「未満」は区別しなく
て良い．
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▶ 帰無仮説が棄却された場合
å対立仮説を採択し，「その係数は統計的に有
意に 0と異なる」と判断．

▶ 「その説明変数は被説明変数と統計的に有意に相
関している」と解釈．

▶ 定数項の検定の場合は「定数項は統計的に有意に
0と異なる」と解釈．

▶ 帰無仮説が採択された場合
å「その係数は 0と異なるとは言えない」と
判断．

▶ 「その説明変数は被説明変数と相関しているとは
言えない」と解釈．

▶ 定数項の検定の場合は「定数項は統計的に有意に
0と異なるとは言えない」と解釈．

何を帰無仮説としているのか，そして棄却・採択の
意味を考えること！
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ダミー変数を含む回帰
di をダミー変数として，説明変数にダミー変数を含
む線形回帰モデル

yi = β0 + βX xi + βDdi + ui,

においては，
▶ 除外したダミー変数が表すものを基準として，
ダミー変数の（偏）回帰係数は基準と比較し
てどの程度，被説明変数に対する影響度合いが
異なるか，という解釈．

▶ e.g.,「ワンルームダミー＋その他ダミー＝ 1」と
なっているとき，「その他ダミー」を除外して「ワ
ンルームダミー」を説明変数に用いた場合，「ワン
ルームダミー」の係数は，「ワンルームのマンショ
ンはそれ以外の種類のマンションと比べて被説明
変数がどの程度異なる傾向があるか」を表す．
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回帰係数の均一性の検定
di をダミー変数として，

yi = β0 + βX xi + βDdi + βDXdi xi + ui,

を推定し，
▶ 帰無仮説：βD = 0 and βDX = 0
▶ 対立仮説：βD ̸= 0 or βDX ̸= 0

を検定すれば，di = 0のグループと di = 1のグルー
プで回帰係数が異なるかどうかを検定できる．
▶ 帰無仮説棄却⇒両グループで回帰係数が統計
的に有意に異なる．

▶ 帰無仮説採択⇒両グループの回帰係数には統
計的に有意な差がない．
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変数の対数変換
対数変換していないものをレベル（level）という．
説明変数や被説明変数がレベルなのか対数値なのか
によって，説明変数の回帰係数の解釈が異なる．
▶ Level-Level Model:

yi = β0 + β1xi + ui
▶ β1の解釈：

xi が 1単位増加すると yi は β1単位増加する．

▶ Log-Log Model:
ln yi = β0 + β1 ln xi + ui

▶ β1の解釈：
xi が 1%増加すると yi は β1%増加する．
（「100 × β1%」にしない！）

▶ β1は yi の xi に対する弾力性（elasticity）．
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▶ Log-Level Model:
ln yi = β0 + β1xi + ui

▶ β1の解釈：
xi が 1単位増加すると yi は 100 × β1%増加する．

▶ β1は yi の xi に対する半弾力性（semi-elasticity）．

▶ Level-Log Model:
yi = β0 + β1 ln xi + ui

▶ β1の解釈：

xi が 1%増加すると yi は
1

100
× β1単位増加する．

▶ あまり使われない．
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誤差項の不均一分散

▶ V(ui | xi)が一定でないことを（条件付き）不
均一分散（heteroskedasticity）という．

▶ 不均一分散があっても，頑健標準誤差（robust
standard error）を計算すれば，標準誤差をより
厳密に求め，仮説検定をより厳密に行うことが
できる．

▶ 実行可能な一般化最小二乗法（Feasible
Generalized Least Squares, FGLS）を用いて，
モデル推定の段階で誤差項の不均一分散を取
り除く方法もある．
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「OLS +頑健標準誤差」と「FGLS」
▶ 通常の最小二乗法（OLS）で推定し，頑健標準
誤差を計算する方法

▶ 誤差項に不均一分散があるという前提で推定を行
い，標準誤差を修正している．

▶ 実証分析では，こちらがよく使われる．

▶ 実行可能な一般化最小二乗法（FGLS）で推定
する方法

▶ 誤差項の不均一分散を取り除いた状態にして推定
を行っている．

▶ 実証分析ではあまり使われないが，観測値数が十
分に大きいとき OLS推定量よりも分散の小さな推
定量が得られるという長所がある．

注：元のモデルの誤差項の条件付き分散が均一でな
い限り，OLS推定量と FGLS推定量は異なった値に
なる．
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レポート・論文用の記述統計表の作成

見やすく，理解しやすい表を載せるには，
▶ 表番号と表のタイトルをつける．
▶ 変数名は統計解析ソフトでの変数名そのまま
ではなく，分かりやすいように書き直す．

▶ 単位がある変数は単位を明記する．
▶ 小数の数値はあまり細かく表示せず，小数第 1
～4位程度まで示せば十分．縦方向に見たと
き，小数点の位置が揃うようにする．

▶ 観測値数が全変数について同じ場合，表の下に
「注（Note）」として「観測値数は＊＊＊であ
る」などと注記してもよい．
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例えば，以下のような表を載せればよい．
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レポート・論文用のモデル推定結果表の
作成
見やすく，理解しやすい表を載せるには，
▶ 表番号と表のタイトルをつける．
▶ 最低限，以下の情報を載せる（線形回帰モデル
の場合）．

▶ 係数推定値
▶ t 値または標準誤差または p値のどれか
（学術論文では標準誤差を載せる場合が多い．）

▶ 決定係数
▶ 観測値数

▶ 有意性を示すアスタリスクを付けた場合は，表
の下に「注（Note）」として「表中の***，**，*
はそれぞれ有意水準 1%，5%，10%で統計的に
有意であることを表す」などと注記する．
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▶ 仮説検定に用いた標準誤差の種類や，頑健な
ら何に対して頑健なのかを，表中に明記する
か，表の下に「注（Note）」として「不均一分
散に対して頑健な標準誤差を用いている」など
と注記する．

▶ 観測値数は，表の下に「注（Note）」として「観
測値数は○○○である」などと注記してもよい

▶ e.g., 1つの表に複数のモデルを載せ，観測値数が
全モデルについて同じ場合など．

▶ 変数名は統計解析ソフトでの変数名そのまま
ではなく，分かりやすいように書き直す．

▶ 小数の数値はあまり細かく表示せず，小数第 2
～4位程度まで示せば十分．特に係数推定値，
標準誤差，t値，p値は縦方向に見たとき，可
能な限り小数点の位置が揃うようにする．

▶ t 値は小数第 2位まで，p値，決定係数は小数第 3
位まで示せば十分．
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例えば，以下のような表を載せればよい．
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